
























































































Gruber （1967） による see と look の比較があり、後に続く方向性を示す前置詞の有無および




詞の後に続く to は〔目的地〕と〔終点〕のいずれでもあり得るのに対し、see の後の to は〔目
的地〕しか意味しないとしている。従って、下記の例文 （1） の have flown to の to は、（2） の


































































による look と see の区別が興味深い。しかし、同論文の後半では、動作主的主語の可不可の
みによってこれらの視覚動詞の違いが論じられており、look は進行形になるが see はならない
という一般的な状態動詞の説明の枠を脱していない。つまり、look ならば意志が働き、see な

































































































行為を行う意志と力を主語が有していると解釈するのが普通であろう。ならば、look と see の
意味の違いは主語の意志や意図の有無によるという動作主説は表面的な現象のみの議論ではな






　これらのことから、＜主体による意志＞という概念は英語の look と see のいずれにも存在し、















や（10）の look と see のように同じ文構造に当てはめて検討することはできない。









































































　Gruber（1967）は、look  と see を後続する前置詞によって区別している（2.2.1参照）が、
何故そうなるのかについての説明はしていない。以下ではこの後続の前置詞が異なることに着
目し look と see が表す概念の違いを認知言語学的に検討する。
　まず、英語の look には前置詞を伴わない以下のような用法がある。以下では便宜上、この
前置詞が後続しない look を look1とし Gruber （1967） で言及されている後続する前置詞を伴う





































































at N] では look によって表される意味範疇に違いが生じる。
　　　（28） But when I looked at my mother, it seemed that she was the tired one.
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